
は
ま 

共
生略 

歴とお書きください

1981 年徳島市生まれ。徳島市立高校卒、松山
大学中退。オーシャントランス（株）、四宮か
まぼこ店勤務を経て、党専従。現在、党県委員、
徳島地区常任委員。家族は妻と子。

　
高
市
自
民
・
維
新
政
権
は
、
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

侵
略
を
批
判
で
き
ず
、
日
中
関
係
悪
化
の
打
開
策
も
示
せ
ま
せ

ん
。米
国
言
い
な
り
で
21
兆
円
も
の
大
軍
拡
を
す
す
め
る
け
れ
ど
、

ま
と
も
な
物
価
高
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
者
犠
牲
の
、
株
価
が
あ
が
れ
ば
よ
し
の
大
企
業
優
遇
の
経

済
の
ゆ
が
み
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
大
軍
拡
を
た
だ
せ
ば
、
国

民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
財
源
は
十
分
あ
り
ま
す
。

　
他
の
政
党
が
右
へ
右
へ
と
な
び
く
な
か
で
、
日
本
共
産
党
は
、
自

民
党
政
治
を
変
え
る
た
め
に
、
国
民
と
と
も
に
ブ
レ
ず
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

　
い
ま
こ
そ
、
国
民
と
力
を
合
わ
せ
る
日
本
共
産
党
を
躍
進
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
徳
島
２
区
は
、
は
ま
共
生
、
比
例
代
表
は
「
日

本
共
産
党
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

国民のためにブレずに働く

（44才）

き
ょ
う
せ
い

比例は

経済
物
価
高
か
ら
、
く
ら
し
を
ま
も
る

平和
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
の
推
進

人権
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
前
進
さ
せ
る
政
治
に

●消費税廃止
　ただちに５％

●選択的夫婦別姓
　同性婚の実現

●政府主導で
　賃上げを

●医療・介護
　崩壊にスト
　ップを

●気候危機
　対策の強化

●防災対策の
　充実

インボイス廃止。

中小企業への直
接 支 援 で 時 給
1500 円以上に
賃上げを。国が
医療、介護の賃
上げを。

病院のベッド削
減の中止。
5000 億 円の病
院・介護事業所
支援を。

再エネ、省エネ
を推進。
原発ゼロの実
現。

地震津波対策の
充実。
気候変動による
災害対策の強化。

●アメリカの無法な
　ベネズエラ侵略やめよ

●アメリカいいなりの
　21兆円の大軍拡ストップ

●「台湾発言」撤回を
日本と中国の緊張緩和へ、
高市首相の「台湾発言」を
撤回し、「お互いに脅威と
ならない」（日中首脳会談）
の相互尊重をすすめる。

●ねばりづよい外交で
　東アジアの平和を
関係国がみんな参加して議
論する ASEAN に学び、「朝
鮮半島の非核化と東アジア
の平和体制づくり」をねば
りづよく話しあう。

政府は国際法違反を批判せよ。

一
律
５
％
（
12
万
円
）

食
料
品
０
％

６
万
円

１
世
帯
の
年
間

消
費
税
減
税
額

くらし
平和・人権

●男女の賃金格差
　の是正
保育の配置基準の抜
本的引き上げ、処遇
改善で保育士を増や
す。

●女性の権利が
　尊重される社会に
ジェンダーにもと
づく暴力をなくす。
「生理の貧困」の根
絶。

●子どもの権利が
　尊重される社会へ

個人名を書くと無効です

●食料自給率
　50％へ


